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チャネル層には p 型有機半導体材料である P3HT を















図 2 OTFTメモリ構造 
 

















図 3 OTFTメモリの出力特性 
 
 次にソース～ドレイン間に 20 Vの電圧を印加し，ゲ
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Phosphorus doped Si 
nanoparticles film 
Si substrate n-type region 
－5－
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で伸び性能に優れるアラミド繊維製 FRP シート 
(以後，AFRP シート) を使用することとしている． 
既往の研究では，提案の水中接着工法を用いて曲


























配置間隔を変化させた全 9 体である．梁 A および
梁 B の断面寸法はそれぞれ 150 × 150 mm， 220 
×220 mm である．試験体名の内，第 1 項目は RC 
梁の種類 (A：梁 A ，B：梁 B )，第 2 項目の英文
字  G に付随する数値はせん断キーの配置間隔 
(mm) を示している． 
表－１ 試験体一覧 
試験体名 梁の種類 せん断キー間隔(mm) 
A-G0 
A 


















補強概要を示している．梁 A は，純スパン長 1.8 m 
の複鉄筋 RC 梁である．上下端鉄筋には SD345D13 
を 2 本ずつ配置し，スターラップには SD345D6 を
用い 50 mm 間隔で配置している．梁 B は，純スパ
ン長 2.4 m の複鉄筋 RC 梁である．上下端鉄筋に
は D16(SD345) を 2 本ずつ配置し，スターラップ
には D6(SD345) を用い 50 mm 間隔で配置してい
る．梁の下面には梁 A，B ともに表－２に示す保証
耐力 392 kN/m の AFRP 板を接着している．梁 A，
B における AFRP 板の幅は，それぞれ 150 および 
220 mm であり，梁軸方向の補強範囲は梁の種類に





れ 10 mm，5 mm に設定した．また，梁 A，B の実
験時におけるコンクリート圧縮強度はそれぞれ f'c= 
38.6，34.8 MPa であり，軸方向鉄筋の降伏強度は fy= 











終了し，接着強度の平均値は 2.6 MPa であった．こ
の値は，既設コンクリートの補修・補強用接着材料









掛けて行った．なお，珪砂の使用量は 250 g/m2 程
度である．また，コンクリートの接着界面処理とし
てはブラスト処理を行った．ブラスト処理は専用の
ブラストマシンを用いて深さ 1 mm 程度の処理と
した．なお，ブラスト処理は気中で行った．せん断


















AFRP 補強材 392 0.193 2.06 118 22.8 1.75 
 
 
 圧縮強度(MPa) 曲げ強度(MPa) 
圧縮強度 44.4 JIS K - 6911 
曲げ強度 22.5 JIS K - 6911 
引張強度 9.3 JIS K - 6911 
 
材を配置して設けた． 
RC 梁の水中接着補強は，大型の水槽（平面寸法 3 
× 1 m, 深さ 0.5 m）を用いて RC 梁を水没させた
状態で行った．水中接着補強における施工手順は以
下の通りである． 
1) 水中接着樹脂を混合し，厚さ 4 mm 程度に成
形する． 
2) 気中で AFRP 板と成形した接着樹脂を一体化
させる． 
3) 水槽内に設置された RC 梁の接着面に 2) を
配置し圧着する． 
4) 圧着した状態で 5 日間程度水中養生する． 
なお，圧着は専用の圧着装置を用いて接着樹脂の厚
さが 3 mm 程度になるように実施した． 
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容










































































40.0 0.92 上縁圧壊後破断 
A-G30 34.9 1.04 43.3 1.00 
上縁圧壊後剥離 
A-G60 34.2 1.02 43.4 1.00 






B-G30 61.8 1.05 75.1 0.90 
B-G60 65.4 1.11 76.9 0.92 
B-G90 70.1 1.19 80.3 0.97 



























た．なお，梁 B において，実測降伏荷重が計算降 
－10－
図－４ AFRP板の軸方向ひずみ分布性状に関する実験結果および計算結果の比較  
 































梁 B の場合には，いずれの試験体も B-G0 梁の
中間変位時まで計算結果と大略一致している．この






より AFRP 板の部分剥離が発生したことによるも 
－11－
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写真 1 床版の劣化状況 
 
－14－













































表 1 日高大橋の橋梁諸元 
路線 一般国道 237 号 
支間 41.6ｍ+72.8ｍ+20.0ｍ 
形式 単純合成桁，3 弦トラス 
幅員 8.5ｍ 
完成 昭和 46 年（1971 年） 
 
 
写真 2 橋梁全景 
 
















































写真 4 ジャッキアップ用架設ベントの設置状況 
 





2) 写真 5 のように増設する縦桁が両端部まで連続
するように上弦材を切断し，所定の位置に床組
（横桁および縦桁）を設置する（c 図） 




















覆部に全 30 点（片側 15 点）の振動計（感度方向：
 






図 5 振動計の配置図 
 
 
























2) 全測点の収録波形に関する 40.96 秒間について
FFT 処理を施し，フーリエスペクトルを求める． 















図 6 計測波形とフーリエスペクトルの一例 
 
－18－








1 曲げ 1 次 2.61 2.61 
2 ねじり 1 次 3.78 4.13 
3 曲げ 2 次 7.35 7.40 




図 7 特定された振動モードの一例 











































まず，曲げ 1 次振動モードに着目する．表 2 およ










(b) ねじり 1 次振動モード 
（fb＝3.78Hz，fa＝4.13Hz） 










（d）ねじり 2 次振動モード 
（fb＝10.94Hz，fa＝11.16Hz） 
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図 3 航空機運動及びアンテナ追尾方向(CASE1） 
 
図 4 航空機運動及びアンテナ追尾方向(CASE2） 
 
 




















































(1)  総務省，ITU-R WRC-12(2012年世界無線通信会議)の結果 
概要 
http://www.soumu.go.jp/main_content/000163415.pdf 
























































    図２ 実証実験システム設置の全景 
－25－






































































































   図９ 空間放射線量と平均風量の表示例 
 
 
      図 10 空間放射線量と気温の表示例 
 
 













































































































Si Mg Ca Ba Al RE
レアアース
OGRC-5.5S-2
46.6 5.9 2.36 ― ― 2.03
レアアースレス
OGL-5
46.3 5.8 3.02 ― 0.81 ―
接種剤
カルバロイ 73.7 ― 1.75 0.93 2.06 ―




表 1 使用した球状化剤と接種剤の化学成分 
mass% 














































図 2 試験片の寸法 
 


































































PDI(レアアース)        390MPa
PDI(レアアースレス)    300MPa
PDI(30)(レアアース)    310MPa
PDI(30)(レアアースレス)270MPa
FDI(レアアース)        250MPa























FDI 88 289 431 24 140
PDI(30) 87 323 504 19 170
PDI 91 626 965 8 302
レアアースレス
FDI 78 290 440 22 140
PDI(30) 80 322 518 17 179
PDI 85 595 935 9 293
組織 C Si Mn Cu S Mg P Cr
レアアース
FDI 
3.8 2.6 0.34 0.16 0.01 0.04 0.02 0.04
PDI(30) 
PDI 3.8 2.6 0.57 0.67 0.01 0.04 0.02 0.04
レアアースレス
FDI 
3.8 2.5 0.39 0.09 0.006 0.04 0.015 0.04
PDI(30) 
PDI 3.8 2.6 0.55 0.68 0.007 0.04 0.016 0.04
mass% 
表 2 各供試材の化学成分 
表 3 黒鉛の球状化率及び機械的性質 
平滑材 鋳肌材 
3/13 ))(120(103.3 areaHvKth 
⊿
図 3 平滑材の S-N 線図 





























































図 6 鋳肌材における鋳造欠陥 
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5) 村上敬宜：金属疲労微小欠陥と介在物の影響 ，(1993)， 



















PDI(レアアース)         230MPa
PDI(レアアースレス)     220MPa
PDI(30)(レアアース)      260MPa
PDI(30)(レアアースレス)240MPa
FDI(レアアース)             200MPa 









Number of cycles to failure N
f
50μm
FDI σ=235MPa PDI(30) σ=335MPa PDI σ=391MPa
FDI PDI(30) PDI
√area [μm] 127 170 154
⊿K [MPa√m] 4.7 7.7 8.6
⊿Kth [MPa√m] 4.4 5.6 7.6














√area [μm] 191 219 540
⊿K [MPa√m] 6.7 11.2 18.9
⊿Kth [MPa√m] 5.9 8.7 11.5
－31－
  
C Si Mn P S Mg Ni Cu Mo Cr Fe
A 3.61 1.96 0.28 0.04 0.007 0.041 - - - 1.63 Bal.
B 3.39 1.94 0.36 0.04 0.006 0.047 5.07 - - - Bal.
C 3.36 2.04 0.33 0.03 0.003 0.047 4.12 0.4 0.3 - Bal.
配管材料のエロージョン摩耗特性及び耐摩耗材料の開発 
 









































2  実験方法 
 
 使用した供試材は，（株）栗本鐡工所にて製造された




た吸引式ブラストマシンの概略図を Fig. 1 に示す．衝
突粒子は平均粒径 700µm，硬度 440Hvのｽﾁｰﾙｼｮｯﾄを用










成分をTable 2に，供試材の組織写真をFig. 3に示す．  
従来材と多合金鋳鉄の耐摩耗性の比較には，小型の試
験片で耐摩耗評価が可能なスガ式摩耗試験機を用いた．



































Fig. 2 Erodent particles. 
 
Table 2  Chemical compositions of multi component. 

























Fig. 4 Suga type abrasive wear testing machine. 




















































C Si Mn P S Cr Mo Nb V W Fe
Multi-5V 2.08 0.49 0.68 0.037 0.027 4.80 5.31 - 5.36 4.80 Bal.















































Fig. 6 Vickers hardness changes before and 




4  スガ式摩耗試験結果及び考察 
 











では約 500Hv，Multi-5V，Multi-5Nb では約 600Hvであ
り，ADIおよびBの硬さと比較してMulti-5V，Multi-5Nb
の硬さの方が高い値を示した．EDS による面分析およ



































Fig. 8  Vickers hardness changes before and after  








Fig. 9  EDS surface analysis of Multi component cast irons. 
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講 演 録 
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理事長 栗林 和徳 氏 
 
















まして，コスト増が 1 日当たり 7 億円， 1 日 7 億円北電
さんのコストが上がっている，これは北海道民が電気を使
っていないというのはいない，赤ちゃんから子どもまで，
550万人で割れば， 1 日 130円余計に電気代を払っている














































































































































































































して出てきましたが，2030年までに 3000億 kWh，3 倍にし
ましょうと言う話なんですが，水力を除くと，8倍にしか


















出力が 591 万 KW，世帯で 100 万世帯．北海道はどうなって
いるかと言うと，2010年度の発電電力量です，この中で再
生可能エネルギーは 14.9％．よく見ると水力が 13.5％，残



























































































































































年 11月 1日から 30 日が申請受付期間になっているので，
先程言ったように，原単位が 5.6以上，それと年間の使用































































































































































































































































































態への対応ですね．昨年の 6 月 15日に，環境マネジメン
トシステムのような感じですね．ISO14001が環境マネジメ
ントシステムだとすると，ISO50001 はエネルギーマネジメ











































































































































































































（主要 9都市の月平均気温の図）2007 年と 2008年の例え
ば，7月の札幌の平均気温を比較しようと，7月の札幌の






























































































































































































































































































































 ～省エネ技術開発事例と省エネ診断活用事例～」  
(公財)室蘭テクノセンター 






































































































































































































































































































































































































































































































































共同研究プロジェクト（客員教授プロジェクト研究）                   ※研究代表者 





くらし環境系領域      ※講師 小室 雅人 
教授 岸  徳光 
講師 栗橋 祐介 
(株)構研エンジニアリング 













もの創造系領域     特任教授 香山  晃 
(環境・エネルギーシステム材料研究機構長) 
(株)九州パワーサービス 
技術顧問  高橋平七郎 
4 
SiC/SiC 複合材料の原子炉
燃料被覆管製造技術の研究 もの創造系領域    ※准教授 岸本  弘 
(株)エネテック総研 
技術顧問  松井 秀樹 





しくみ情報系領域   ※教授 福田  永 
もの創造系領域    准教授 植杉 克弘 
帝人(株) 
融合技術研究所 






くらし環境系領域    ※講師 栗橋 祐介 




三上  浩 
 
 
民間等との共同研究                     
NO 大学側研究代表者 件数 
1 くらし環境系領域  准教授 太田 光浩 1 
2 くらし環境系領域   教授 小幡 英二 1 
3 くらし環境系領域   教授 鎌田 紀彦 1 
4 くらし環境系領域   助教 神田 康晴 1 
5 くらし環境系領域   教授 岸  徳光 2 
6 くらし環境系領域   講師 栗橋 祐介 1 
7 くらし環境系領域   講師 小室 雅人 3 
8 くらし環境系領域 特任教授 田畑 昌祥 1 
9 くらし環境系領域   教授 土屋  勉 1 
10 くらし環境系領域  准教授 中津川 誠 2 
11 くらし環境系領域   教授 濱  幸雄 4 
12 くらし環境系領域   教授 溝口 光男 1 
13 
航空宇宙機システム研究センター 
           教授 東野 和幸 
3 
14 しくみ情報系領域   教授 板倉 賢一 1 
15 しくみ情報系領域   教授 永野 宏治 1 
16 しくみ情報系領域   教授 福田  永 2 
17 ひと文化系領域   准教授 上村 浩信 1 
18 ひと文化系領域   准教授 三浦  淳 1 
19 もの創造系領域    教授 相津 佳永 4 
20 もの創造系領域   准教授 植杉 克弘 1 
21 もの創造系領域    教授 上羽 正純 1 
22 もの創造系領域    教授 風間 俊治 2 
23 もの創造系領域   准教授 岸本 弘立 2 
24 もの創造系領域   准教授 境  昌宏 2 
25 もの創造系領域    教授 佐藤 孝紀 1 
26 もの創造系領域    教授 清水 一道 12 
27 もの創造系領域    教授 世利 修美 4 
28 もの創造系領域   准教授 寺本 孝司 2 
29 もの創造系領域    教授 埜上  洋 3 
30 
OASIS(環境・エネルギーシステム 








NO 大学側研究代表者 件数 
1 くらし環境系領域   講師 眞境名達哉 1 
2 くらし環境系領域  准教授 中津川 誠 1 
3 くらし環境系領域  准教授 吉田 英樹 1 
4 しくみ情報系領域   教授 板倉 賢一 1 
5 しくみ情報系領域   教授 塩谷 浩之 1 
6 しくみ情報系領域   助教 雨海 有佑 1 
7 もの創造系領域    教授 清水 一道 4 
 
8 もの創造系領域    教授 世利 修美 1 
9 もの創造系領域    教授 髙木 正平 1 
10 もの創造系領域    教授 平井 伸治 1 
11 もの創造系領域    教授 桃野 正 1 
12 もの創造系領域    講師 松本 大樹 3 
13 もの創造系領域   准教授 花島 直彦 1 
14 
OASIS(環境・エネルギーシステム材料 




プレ共同研究                               
















教授 清水 一道 
(株)栗本鐵工所 







教授 清水 一道 
岩見沢鋳物(株) 
常務取締役 






助教 河内 邦夫 
日本仮設(株) 
企画部開発室長 








共同研究金額(千円) 106,890 115,267 104,386 121,628 108,559 90,961 90,817
受託研究金額(千円) 116,319 84,313 155,676 198,380 90,219 65,243 78,841
合計金額(千円) 223,209 199,580 260,062 320,008 198,778 156,204 169,658
共同研究件数 89 91 88 80 70 70 67
受託研究件数 27 31 35 39 29 27 20





























































































































しくみ情報系領域 環境科学・防災研究センター長 教授 板倉 賢一 
【情報交換会】 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
日  時：平成24年6月14日(木) 14:00 ～ 18:30  





もの創造系領域 講師 廣田 光智 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 





もの創造系領域 准教授 境   昌宏 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
日  時：平成24年10月26日(金) 15:00 ～ 17:00 












課長 鈴木 伸隆 
テーマⅢ：企業における技術革新と省エネルギー活動 
～省エネ技術開発事例と省エネ診断活用事例～ 
(財)室蘭テクノセンター 総括アドバイザー 安澤 典男 






室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
   (公財)室蘭テクノセンター，産学交流プラザ「創造」 




日  時：平成 24年 10月 23日(火) 14:00 ～ 19:15  





もの創造系領域 准教授 寺本 孝司 
テーマⅡ：生産効率を上げる最新工作機械と知能化技術 
オークマ(株) 研究開発部 則久 孝志 
テーマⅢ：板金加工分野における最新レーザ加工技術と応用 
三菱電機(株) 名古屋製作所 金岡   優 




日  時：平成 24年 11月 14日(水) 13:00 ～ 17:00 






くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
【情報交換会】  
主  催：室蘭工業大学 同窓会水元技術士会 
日  時：平成 24年 7月 20日(金) 18:00 ～ 18:40  
場  所：ホテルポールスター札幌 2階「セレナーデ」(札幌市) 
参加者：45名 
2.テーマⅠ：「大学研究室」と「様々な主体」による持続可能な地域づくりの機能性 
くらし環境系領域 講師 市村 常士 
テーマⅡ：コンクリート構造物の新しい補修補強技術 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
【情報交換会】  
主  催：室蘭工業大学 同窓会小樽支部 
日  時：平成 24年 10月 27日(土) 16:30 ～ 17:20 





しくみ情報系領域 教授 永野 宏治 
【情報交換会】  
共 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成 24年 11月 9日(金) 18:00 ～ 17:20 




苫小牧工業高等専門学校 機械工学科 准教授 二橋 創平 
テーマⅡ：寒冷地住宅の研究・開発 
くらし環境系領域 教授 鎌田 紀彦 
【情報交換会】 
主  催：苫小牧地域ものづくり産業振興のための産学官金連携実行委員会 
後 援：苫小牧市，苫小牧市教育委員会，室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
       苫小牧工業高等専門学校協力会，室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 24年 11月 30日(金) 15:30 ～ 17:30 
場 所：苫小牧市民会館小ホール(苫小牧市) 
参加者：75名 
5.総合テーマ：連続繊維 (FRP) 板を用いた水中・海中コンクリート構造物の 
水中補修補強工法の開発に関する研究 
テーマⅠ：FRP 板水中巻付け補強したコンクリート円柱の耐荷性状に及ぼす補強量の影響 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
テーマⅡ：FRP 板水中補強した RC 梁の曲げ耐荷性能に及ぼすせん断キー間隔の影響 
客員教授(三井住友建設(株) 技術開発センター 副センター長) 三上   浩 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 25年 3月 8日(金) 10：00 ～ 11：00 




客員教授((株)構研エンジニアリング 常務取締役) 川瀬 良司 
テーマⅡ：床版打換前後における既設鋼鈑桁橋の固有振動特性に関する現地振動実験  
くらし環境系領域 講師 小室 雅人 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 25年 3月 8日(金) 11：00 ～ 12：15 





         北海道立総合研究機構産業技術研究本部 工業試験場 製品技術部  
生産システム・製品技術グループ 研究主幹 飯田 憲一 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成24年6月25日(月)  10:25 ～ 12:00 




(株)キメラ 代表取締役 藤井 徹也 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成24年7月2日(月) 10:25 ～ 12:00 
場  所：室蘭工業大学 N302 
参加者：29名 
3.テーマ：ベンチャー企業の技術経営の紹介 
 (株)デジタル・スパイス 代表取締役 須藤 泰志 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成24年7月9日(月)  10:25 ～ 12:00 




代表取締役社長 杉本 正和 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成24年7月23日(月)  10:25 ～ 12:00 




― 経営力強化と改善・変革のために何をすべきか？ ― 
テーマⅠ：地域の活性化と産業創出 
法政大学 教授 岡本 義行 
テーマⅡ：これまでの受講成果，課題等の発表と意見交換 
サポート 崇城大学 教授 永松 俊雄 
法政大学 研究員 中島 ゆき 
主  催：西胆振産学官ネットワーク 
(財)室蘭テクノセンター，北海道中小企業家同友会 西胆振支部 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成 25年 3月 27日(水) 19：00 ～ 21：00 





司会 地域共同研究開発センター・産学官連携コーディネーター 石坂 淳二 
開会挨拶と研修会趣旨説明 
社会医療法人 製鉄記念室蘭病院 理事長 足永   武 
【講 演】 
テーマ：高照度光治療の原理と臨床応用  
ひと文化系領域 准教授 三浦   准 
質疑応答(総合討議)  
閉会挨拶                  地域共同研究開発センター長・教授 鴨田 秀一 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター，製鉄記念室蘭病院 
協 力：室蘭工業大学 ＳＶＢＬ 地域医療研究プロジェクト 
日 時：平成 24年 10月 15日(月) 18:30 ～ 19:40 
－63－




幹 事：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター， ニッテッ北海道制御システム㈱ 
日  時：平成24年9月7日(金)  9:45 ～ 17:30  











ものづくり支援センター 主幹 田中 大之 
日鋼デザイン(株) 開発部 箭原   聡 
共 催：(社)日本材料学会北海道支部，産業技術連携推進会議北海道地域部会 
日  時：平成24年7月13日(金) 15:00 ～ 17:15  
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：45名 
2.テーマⅠ：ダイカストにおける湯流れ・凝固 CAEの予測精度向上 
高知工科大学システム工学郡機械係 教授 大塚 幸男 
テーマⅡ：ハイブリッド・トレフツ有限要素法による波動場の解析 
もの創造系領域 教授 長谷川 弘治 
共 催：(社)日本材料学会北海道支部，産業技術連携推進会議北海道地域部会， 
北海道アルミニウム利用技術研究会 
日  時：平成24年9月28日(金) 14:30 ～ 17:00  





1.日  時：平成 25年 2月 28日(木) 9:00 ～ 9:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：くらし環境系領域 教授 濱  幸雄 
2.日  時：平成 25年 3月 1日(金) 9:00 ～ 9:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：もの創造系領域 教授 清水 一道 
3.日  時：平成 24年 3月 1日(金) 9:30 ～ 10:00 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
4.日 時：平成 25年 3月 1日(金) 10:00 ～ 10:30 
場 所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 




1.日  時：平成 24年 8月 1日(水) 9:00 ～ 9:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
2.日  時：平成 24年 8月 2日(木) 9:30 ～ 9:50 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：もの創造系領域 教授 清水 一道 
3.日  時：平成 24年 8月 2日(木) 9:50 ～ 10:10 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：もの創造系領域 教授 清水 一道 
4.日  時：平成 25年 1月 30日(水) 9:00 ～ 9:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
氏 名：くらし環境系領域 助教 河内 邦夫 
 
(3)社会医療法人 製鉄記念室蘭病院との共同研究に関する打合せおよび報告会(4件) 
日  時：平成24年7月13日(金) 光治療打合せ 
日  時：平成24年8月8日(水) 福祉ロボット打合せ 
日  時：平成24年9月6日(木) 光治療打合せ 
日  時：平成25年3月5日(火) 体操ロボット研究報告会 
場 所：社会医療法人 製鉄記念室蘭病院(室蘭市)，地域共同研究開発センター 会議室交差 
 
(4)(株)日本製鋼所・室蘭工業大学技術交流会(4件) 
場  所：室蘭工業大学環境・エネルギーシステム材料研究機構(OASIS) 
 
(5)新日本製鐵(株) 室蘭製鐵所・室蘭工業大学技術交流会(5件) 
場  所：新日本製鐵(株) 室蘭製鐵所(室蘭市) 
 
(6)北海道電力(株) 総合研究所との共同研究に関する打合せ(2件) 
場  所：室蘭工業大学環境・エネルギーシステム材料研究機構(OASIS) 
 
(7)新酵素ガスとの共同研究に関する打合せ(2件) 
場 所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
 
(8)(株)CSソリューションとの共同研究に関する打合せ(3件) 






1.日  時：平成 24年 5月 18日(金) 14:30 ～ 17:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
参加者：7名 
2.日 時：平成 24年 7月 27日(金) 15:00 ～ 17:05 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：9名 
3.日  時：平成 25年 3月 12日(火) 15:00 ～ 17:05 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
参加者：9名 
 





京都府立医科大学 特任教授，早稲田大学 客員教授 前田 裕子 
文部科学省施策説明  
文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 大学技術移転推進室長 工藤 雄之 
経済産業省施策説明 ～地域新産業戦略の推進について～  
経済産業省 経済産業政策局 地域経済産業グループ 地域新産業戦略室 参事官補佐 神宮  勉 
基調講演  
株式会社日経BP 特命編集委員 宮田  満 
北海道における産学官連携の取組  
経済産業省 北海道経済産業局 地域経済部長 田中 利穂 
室蘭工業大学の産学官連携活動紹介  






場 所：山の駅 ロッジだんパラ  
【見学会及び意見交換会】 
場 所：日本製鋼所 室蘭製作所 
主  催：文部科学省・財団法人日本立地センター 
共 催：国立大学法人室蘭工業大学・全国イノベーション推進機関ネットワーク 
日 時：平成 24年 12月 17日(月) 13:00 ～ 17:30 情報交換会：18:30 ～ 20:30 
       平成 24年 12月 18日(火) 8:50 ～ 12:30(見学会) 




1.日  時：平成24年7月3日(火) 14:00 ～ 17:00  
場 所：苫小牧経済センター6F大ホール 
参加者：13名 





1.日  時：平成24年4月20日(金) 15:00 ～ 17:00  
場 所：アスティ 45 12階 札幌市立大学サテライト会議室(札幌市) 
参加者：15名 
2.日  時：平成24年6月19日(火) 15:00 ～ 17:00  
場 所：アスティ 45 12階 札幌市立大学サテライト会議室(札幌市) 
参加者：12名 
3.日  時：平成 24年 7月 25日(水) 13:30 ～ 17:00  









地域共同研究開発センター センター長 鴨田 秀一 
日  時：平成 25年 3月 25日(月) 16：00 ～ 17：30 
場  所：室蘭工業大学 本部 3階 中会議室 
参加者：20名 




日  時：平成24年4月24日(火) 15:30 ～ 17:00  
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
出  席：16名 
2.主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成 24年 4月 26日(木) 13:00 ～ 15:00  




 産総研 生物プロセス環境部門 扇谷   悟 
主 催：HiNT連絡会 
日  時：平成24年5月23日(水) 15:30 ～ 17:00  
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
参加者：12名 






1.日  時：平成 24年 4月 17日(火) 15:00 ～ 17:00 
場  所：ニッテツ北海道制御システム(株) (見学企業) 
参加者：31名 
2.日  時：平成 24年 5月 29日(火) 14:00 ～ 16:00 
場  所：北海道曹達(株)生産技術本部幌別事業所 (見学企業) 
参加者：32名 
3.日  時：平成 24年 6月 26日(火) 14:00 ～ 16:00 
場  所：(株)楢崎製作所 (見学企業) 
参加者：30名 
4.日  時：平成 24年 7月 24日(火) 15:00 ～ 17:00 
場  所：(株)永澤機械 (見学企業) 
参加者：28名 
5.日  時：平成 24年 8月 23日(木) 15:00 ～ 17:00 




もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成24年9月18日(火) 15:00 ～ 17:00 
場  所：東海建設(株)(見学企業) 
参加者：23名 
7.産学交流プラザ「創造」創造・水滴の会合同「他地域企業見学会(苫小牧)」 
日  時：平成24年9月27日(木) 8:30 ～ 19:00 
場  所：王子製紙苫小牧工場，栗林機工㈱苫小牧工場，苫東コールセンター(見学企業) 
参加者：23名 
8.日  時：平成24年10月24日(水) 15:00 ～ 17:00 
場  所：日鋼検査サービス(株)(見学企業) 
参加者：25名 
9.日  時：平成25年2月26日(火) 15:00 ～ 17:00 
場  所：(株)三好製作所 室蘭工場(見学企業) 
参加者：25名 
10.日  時：平成25年3月26日(火) 15:00 ～ 17:00 




1.日  時：平成24年5月15日(火) 18:30 ～ 20:30 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：60名 
2.日  時：平成24年11月6日(火) 18:30 ～ 20:30 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：58名 




もの創造系領域 教授 埜上 洋，もの創造系領域 教授 佐藤 孝紀，民間企業 1社 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 25年 3月 12日(火) 13：30 ～ 16：00 




(2)北海道地域 4大学 1高専 新技術説明会(シーズ紹介)(1件) 
「金属腐食反応を用いた金属アルコシドの大量生産方法」 
もの創造系領域 教授 世利 修美 
主 催：独立行政法人 科学技術振興機構(略称JST)  








申請教員：もの創造系領域 教授 青柳  学 













もの創造系領域 教授 風間 俊治 
「光機能性有機材料の開発」 
 くらし環境系領域 教授 中野 英之 
「フレームが振動しないスピーカーシステム」 
  もの創造系領域 教授 鏡     愼 
「金属錯体を用いた圧力センサの開発｣ 
もの創造系領域 准教授 武田 圭生 
「CRDセンターシーズ集に関する広報」 















日  時：平成24年8月7日(火) 10:00 ～ 17:00  
場  所：札幌コンベンションセンター(札幌市) 
参加者：約 3,800名 参加企業：149社 





もの創造系領域 教授 風間 俊治 
－69－
「高温高圧合成法を利用した新規熱電変換材料開発」  
もの創造系領域 准教授 関根 ちひろ 
「フレームが振動しないスピーカーシステム」  
          音響工学研究室(鏡研究室) 
「高照度光療法器の開発」  
ひと文化系領域 准教授 三浦  淳 
もの創造系領域 教授 相津 佳永 
もの創造系領域 准教授 湯浅 友典 
主  催：北海道 技術・ビジネス交流会 実行委員会 
日  時：平成 24年 11月 8日(木) 10:00 ～ 17:30，9日(金) 9:30 ～ 17:00 
場  所：アクセスサッポロ(札幌市) 
参加者：17,970名 
4.産学官連携推進会議＜第 11回＞/イノベーション・ジャパン 2012 同時開催 
【本学からの出展パネル】 
「高温高圧合成法を利用した新規熱電変換材料開発」 
もの創造系領域 准教授 関根 ちひろ 
主  催：(独)科学技術振興機構 
(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構 
共 催：文部科学省，経済産業省，内閣府 
日  時：平成24年9月27日(木) 9:30 ～ 17:30 
28日(金) 10:00 ～ 17:00 





もの創造系領域 教授 風間  俊治 
「高温高圧合成法を利用した新規熱電変換材料開発」  






ひと文化系領域 准教授 三浦  淳 
もの創造系領域 教授 相津 佳永 
もの創造系領域 准教授 湯浅 友典 
主 催：室蘭開港140年市制施行90年記念事業 
「室蘭ものづくり軌跡フェア」実行委員会 
  構成 室蘭市と室蘭テクノセンター，室蘭商工会議所 他 
日  時：平成24年10月26日(金) 11:30 ～ 17:00，27日(土) 10:00 ～ 16:00 
場  所：室蘭市市民会館  
参加者：650名 
6.AUTM Asia 2013 Kyoto国際シンポジウム(第３回 AUTM-Asiaシンポジウム) 
【本学からの出展パネル】 
「Advanced type of ship recycling project in Muroran」  
もの創造系領域 教授 清水 一道 
－70－
「Innovative Project of Research Center for Environmentally Friendly Materials Engineering 
- Betula Platyphylla and Old Clothes Suggested as Basis for Plastics -」 
もの創造系領域 助教 葛谷 俊博 
くらし環境系領域 助教 馬渡 康輝 
くらし環境系領域 特任教授 田畑 昌祥 
もの創造系領域 教授 平井 伸治 
日  時：平成 25年 3月 20日(水) 
21日(木) 9：00 ～ 18：00 
22日(金) 9：00 ～ 12：30 
場  所：公益財団法人 国立京都国際会館(京都市) 
 
6.広報(2件) 
(1)定期刊行物(平成 25年 3月)(3件) 
  1.研究報告 №23 
  2.センターニュース №25 
  3.ニュースレター №100 
 (2)学内講義棟での展示(1件) 
教員の研究シーズパネル展示(16テーマ/1.5月) 
 
 
 
－71－
 室蘭工業大学
